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ページ 行・番号 誤 正
9 上から 6行目 α ̸= β α ̸= ±β

19 命題 1.7.4の上 2行
目

parabolic group parabolic subgroup

30 例 1.11.2 (3) 1行目 αi = εi − εj αi = εi − εi+1

58 上から 2行目 位数と中心元の個数がともに一
致する [注：誤りではないが右
で十分]

位数が一致する

58 上から 4行目 A5型（2カ所） A4型
58 「上から 7行目 「I2(m)型は単純鏡映．．．」以降

定理 2.10.2 の証明の終わりま
で

欄外 (1)で差し替え

118 上から 2行目 佐竹 佐武
125 上から 2行目
142 文献ノート 1行目
170 文献ノート 1行目
262 文献 [36]

(1) I2(m)型 (Dm)は，s1s2で生成される次数mの巡回群を正規部分群に持つ．一方，
A3型 (S4)の非自明な正規部分群は，交代群A4または {id, (12)(34), (13)(24), (14)(23)}
（クラインの 4元群）のみ，また，An型 (Sn+1, n ≥ 4)の非自明な正規部分群は，交代群
An+1のみであり，これらは巡回群ではない．よって，An型は I2(m)型と同型ではない．
つぎに，Bn (n ≥ 3), Dn型 (n ≥ 4)は {±1}3を部分アーベル群に持つが，I2(m)型（m
は偶数）の位数 2の元で生成される極大部分アーベル群は互いに直交する鏡映で生成さ
れ {±1}2となる．よって，これらは I2(m)型と同型ではない．また，H3型の位数は 120
であるが，交代群A5の元の最大位数は偶置換 (12345)の位数 5であるので，H3の元の
最大位数は 10であり，H3型は I2(60)型と同型ではない．最後に，E6, E7, E8型はD4

型を，F4型はB3型を，H4型はH3型をそれぞれ部分群に持つが，I2(m)型の部分群は
巡回群または 2面体群となるので，これらもやはり I2(m)型と同型ではない．
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